
 
 

１ 

る
感

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
  
   

 

 
  
   

 
  
   

 

佐賀

総合運動
県⺠にと

ど、⽇常⽣活
るとともに
感動を⽣み

【参考】 

◎『する』
年齢、性別
みながらス

◎『観る』
Ｊリーグ
ムなどの

⇒スポー
必要があ

◎『育てる
 佐賀県の

を⽬指し
育成強化

◎『⽀える
地域のス
ンティア
味する 

【⽂化
県⺠
地域

１０年後

賀県総合運

動場・総合体
ってスポー
活のワンシ
、⽇常的に
出す県内ス

スポーツと
別、障害の有
スポーツを

スポーツと
グや V リーグ
の試合を、快

ツを産業と
ある 

』スポーツ
のアスリート

、地元選⼿
化、指導者の

』スポーツ
スポーツ活動
アを通じて運

化・スポーツ
⺠の誰もが⽂
域内外の⼈と

後の佐賀県の

運動場等整備

体育館エリア
ツを「する
ーンとして
「憩い、に

スポーツのレ

とは・・ 
有無に関係
⾏うことを

とは・・ 
グなどのプ

快適な環境で

して捉え、観

ツとは・・
トやチームが
の競技⼒の

の養成などを

ツとは・・
動を⽀えたり
運営を⽀える

ツ・観光の交
⽂化やスポー
と⼈とがつな

の⽬指す将来

備基本計画

アの⽬指す姿
る」だけでな
て、スポーツ

ぎわう」エ
レガシーエリ

係なく、県⺠
を意味する

ロの試合や
で観戦するこ

観戦者の視

が世界や国内
の向上を図る
を⾏うことを

り、ゲームズ
るなどを通じ

交流拠点 さ
ーツに親しみ
ながる交流拠

来像（佐賀県総

画に係る基本

姿 
なく、「観る
と広く関わ

エリアとして
リアとなって

⺠誰もが、そ

や国内トップ
ことを意味す

視点や収益性

内トップレベ
るため、中⻑
を意味する

ズメーカーの
じて、スポー

が】 
み、楽しむ⾵
拠点づくりが

総合計画 20

本的な考え

」、「育てる
わることが出
て、⻑きにわ
ている。 

それぞれのス

プレベルのア
する 

性の観点を持

ベルの舞台
⻑期的な視野

のように応援
ーツを楽しむ

⾵⼟が形成さ
が進んでいま

15）

え⽅ 

る」、「⽀える
出来るエリア
わたり県⺠の

スタイルで、

アスリートや

持って整備を

台で活躍する
野に⽴って選

援やスポーツ
む活動のこと

資

され、 
ます。 

る」な
アとす
の夢や

楽し

やチー

を⾏う

ること
選⼿の

ツボラ
とを意

資料３ 



２ 

   

 

   

 
 
 

 
 

【県
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

総合運動
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 ３ 整備内容及び施設の規模・機能 
国体開催に必要となる基準を満たすための整備や施設の⽼朽化等への対応に伴

う整備に加え、スポーツレガシー実現のため、「観る」スポーツや「育てる」スポ
ーツにも対応できるような施設となるよう、施設の規模・機能を含め、整備内容を
検討することとする。 

 
（１）国体開催に必要となる基準を満たすための施設整備 

    ・陸上競技場：補助競技場の整備、⾬天⾛路の設置、⾛路の改修、屋根の設置、
諸室の整備等 

    ・⽔泳場：５０ｍの屋内プールの整備、コース幅の改修等 
    ・庭球場：コート数の変更（１４⾯から１６⾯）、コートサーフェスの改修等 
 

（２）施設の⽼朽化に伴う施設整備 
   陸上競技場、⽔泳場、庭球場、ボクシング場・フェンシング場 
 
（３）「観る」スポーツに対応できるような施設の整備内容 

    プロスポーツの試合開催に必要となる施設規模や機能を満たすような施設を
想定し、検討していくこととする。 
また、施設の整備にあたっては、快適な観戦環境など『観る』側の視点や多⽬
的利⽤の視点を持って施設の規模・機能を検討するものとする。 

 
【活⽤⽅法】 

    ・地元プロスポーツチームのホーム会場 
    ・⼤規模スポーツイベント、⼤会の会場 
    ・⼤規模⽂化催事の会場、コンサート会場 
    ・県⺠の利⽤や県⼤会や九州⼤会、全国⼤会等（従来の「する」スポーツでの

利⽤） 
 

４ 利⽤者のアクセス 
⾞での来場が多い佐賀県の特殊性を考慮し、駐⾞場の確保や、新たな交通⼿段等

の検討、敷地内外の動線等の検討を⾏うこととする。 
 

５ 防災拠点としての活⽤ 
整備する施設に付加する機能として、防災拠点として活⽤できるよう検討を⾏う

こととする。 
 
 
 
 



 


